
　計画期間
令和2年度（2020年度）から令和7年度（2025年度）までの6年間

　計画目標

令和7年度（2025年度）の年間ごみ処理量：84万トン
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計画量

【ごみ排出量】
7万トン削減し、96万トンとします。
【資源化量】（大阪市資源化量及び資源集団回収量）
2万トン増量し、12万トンとします。
【ごみ処理量】（焼却量）
9万トン削減し、84万トンとします。

◎令和7年度までに・・・

最終処分量

焼却処理後の焼却灰の埋立量について、

1万トン削減し、13万トンとします。
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◎令和7年度までに・・・

温室効果ガス排出量

ごみの焼却に伴い排出される温室効果ガス
排出量について、8万トン-CO２削減し、
35万トン-CO２とします。

◎令和7年度までに・・・

ごみ排出量
103万トン
ごみ排出量
103万トン

10万トン10万トン

93万トン93万トン

14万トン14万トン 13万トン13万トン

12万トン12万トン

ごみ排出量
96万トン
ごみ排出量
96万トン

9万トン
削減

２万トン増量

43万
トン-CO2
43万
トン-CO2

35万
トン-CO2
35万
トン-CO2

84万トン84万トン

3


